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フ
ィ
ラ
リ
ア
症
は

《N
eglect disease of 

neglect people

》
や

《D
isease of th

e 
p
oorest of th

e 
poor

》
と
も
称
さ
れ
、

長
年
、
遺
伝
や
神
の
怒

り
に
よ
る
不
治
の
病

と
誤
認
さ
れ
、
患
者
は

社
会
か
ら
隠
さ
れ
、
結

婚
が
で
き
な
い
等
の

社
会
的
差
別
を
受
け

て
き
た
病
で
あ
る
。患

者
の
多
く
は
劣
悪
な
環
境

の
中
で
生
活
を
営
む
貧
困

層
に
属
し
、
栄
養
状
態
も

悪
い
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
で

は
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
の
治
療

方
法
で
あ
る
理
学
療
法
が
、

医
者
や
患
者
の
間
で
治
療

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な

い
。治
療
を
行
っ
て
も
短

期
間
で
は
効
果
が
現
れ
な

い
場
合
も
多
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
治
療
に
対
す
る
患

者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

維
持
で
き
ず
、
周
囲
の
サ

ポ
ー
ト
も
不
十
分
な
状
況

で
あ
る
。

　

生
き
て
い
く
た
め
に
仕

事
を
選
択
す
る
余
地
は
な

く
、
肉
体
労
働
の
多
く
は
、

患
部
を
不
衛
生
な
状
況
に

晒
す
た
め
、
治
療
の
効
果

が
現
れ
な
い
。治
療
が
継

続
で
き
な
い
状
況
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
。そ
の
た

め
患
者
の
病
状
は
進
行
し
、

発
熱
や
痛
み
を
伴
う
回
数

が
増
え
て
本
格
的
に
働
く

こ
と
が
困
難
と
な
り
、
更

な
る
経
済
的
な
困
窮
に
陥

る
負
の
連
鎖
が
あ
る
。

　

こ
の
病
気
に
よ
る
経
済

的
損
失
は
数
十
億
ド
ル
に

も
な
る
と
い
う
説
が
あ
り
、

途
上
国
の
発
展
の
障
害
に

な
っ
て
い
る
。

　

W
H
O
の
報
告
書

（
1
9
9
6
年
）に
よ
れ
ば
、

世
界
の
十
一
億
人
に
感
染

の
リ
ス
ク
が
あ
り
、
一
億

二
千
万
人
が
感
染
し
て
お

り
、
そ
の
中
で
症
状
を
持

つ
ヒ
ト
は
四
三
〇
〇
万
人

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　

W
H
O
は
２
０
２
０

年
ま
で
に
世
界
中
か
ら

フ
ィ
ラ
リ
ア
症
を
撲
滅

す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い

る
。
し
か
し
、
死
に
至

る
病
で
は
な
く
緊
急
性

に
乏
し
い
こ
と
や
地
域

性
の
あ
る
風
土
病
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
ラ
リ

ア
や
H
I
V
/
A
I
D
S
、

ポ
リ
オ
等
の
他
感
染
症
に

比
べ
撲
滅
の
イ
ン
パ
ク
ト

は
薄
く
、
優
先
順
位
は
低

い
。

　

道
端
で
会
う
と
必
ず
お

茶
に
誘
っ
て
く
れ
た
患
者
。

　

カ
メ
ラ
に
向
か
っ
て
、

教
わ
っ
た
ば
か
り
の
ピ
ー

ス
を
し
て
く
れ
た
患
者
。

　

毎
日
自
宅
で
理
学
療
法

を
続
け
、
病
状
を
改
善
す

る
こ
と
が
で
き
た
患
者
。

　

と
に
か
く
薬
を
く
れ
、

足
の
腫
れ
を
手
術
で
切
り

落
と
せ
な
い
の
か
と
訴
え

て
き
た
患
者
。

　

私
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
苦

痛
に
感
じ
て
、
涙
目
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
患
者
。

　

私
が
出
会
っ
た
患
者
達

の
反
応
は
実
に
様
々
だ
っ

た
。し
か
し
皆
、
貧
困
と
病

と
と
も
に
今
日
を
生
き
抜

い
て
い
る
。

　

物
乞
い
を
し
て
い
た
彼

は
、
今
で
も
き
っ
と
腫
れ

上
が
っ
た
足
を
見
せ
て
い

る
だ
ろ
う
。私
は
彼
に
治

療
と
い
う
道
を
選
択
す
る

ま
で
の
強
い
影
響
力
を
与

え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。彼
に
何
を
ど
う
す
べ

き
な
の
か
、
迷
い
に
迷
っ

た
ま
ま
、終

わ
り
を
迎

え
て
し
ま

っ
た
二
年

間
だ
っ
た
。

そ
ん
な
私

の
せ
め
て

も
の
罪
滅

ぼ
し
と
し
て
、
今
で
き
る

こ
と
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
の
、
そ
し
て
フ
ィ
ラ

リ
ア
症
の
現
状
を
日
本
で
、

少
し
で
も
多
く
の
人
々
に

知
っ
て
も
ら
う
手
助
け
を

し
て
い
く
こ
と
だ
。

　

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
に

住
む
フ
ィ
ラ
リ
ア
症
の

人
々
の
こ
と
を
、こ
の
記
事

を
読
ん
で
く
だ
さ
っ
た
皆

さ
ん
の
心
の
片
隅
に
留
め

て
置
い
て
も
ら
え
る
こ
と

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

　

フ
ィ
ラ
リ
ア
患
者
た

ち
に
患
部
の
写
真
を
撮

り
た
い
と
お
願
い
す
る

と
、
宗
教
的
な
理
由
が
な

い
限
り
、
み
ん
な
快
く
協

力
し
て
く
れ
た
。差
別
の

対
象
に
な
る
か
も
し
れ

な
い
と
恐
れ
る
気
持
ち

以
上
に
、
自
分
の
病
が
注

目
し
て
も
ら
え
た
希
望
、

み
ん
な
に
フ
ィ
ラ
リ
ア

症
の
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
、
見
て
も
ら
い

た
い
、
そ
し
て
何
と
か
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う

願
望
が
あ
る
か
ら
だ
と

思
う
。
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矢
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邦
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県
西
部
浜
松
医
療
セ
ン
タ
ー

年一回は健康チェックを！
健康はあなたの財産です
　すこやかな明日のために

総合健診センター

〒426－8638　藤枝市善左衛門2－11－5
T E L
F A X

054－636－6460
054－636－6465
0120－39－6460

ヘ ル ス ポ ー ト

・5歳未満の小児
・65歳以上の人
・長期のアスピリン治療を受けていてインフルエンザウイル
スに感染したあとにライ症候群になる危険性のある小児お
よび青年（18歳未満）
・妊婦
・喘息・他の慢性呼吸器系・心臓血管系・肝臓系・血液系・
神経系・神経筋肉系・代謝異常（糖尿病など）のある成人
と小児
・免疫抑制のある成人と小児（薬剤による免疫抑制やHIV
など）
・ナーシングホームおよびその他の慢性ケア施設の居住者

表 1. インフルエンザ合併症のハイリスク集団

◆日時　平成 21 年 10 月 1 日〈木〉
◆会場　「グランシップ」中ホール「大地」静岡市駿河区池田７９－４

お問合せは財団法人静岡県予防医学協会総務課　電話 054－278－7716

9：30
10：00

10：20
10：40

11：15

12：15
13：15

14：15

15：15

開場・受付
開会
大会会長挨拶
大会式辞
歓迎のことば

感謝状贈呈･表彰式
来賓祝辞

次期開催支部挨拶
学術講演 　　　　

昼食･休憩
講話

文化講演 　　　　

閉会

財団法人静岡県予防医学協会　会　長　名波　登雄
財団法人予防医学事業中央会　理事長　大谷　藤郎
静岡県知事
静岡市長

厚生労働大臣
文部科学大臣
日本医師会長
㈶長崎県健康事業団　理事長　蒔本　恭
演題　「一人ひとりのがん対策」
講師　静岡県立静岡がんセンター総長　山口　建　先生

演題　「幸せの条件」　～より良い人間関係のために～
講師　法相宗大本山　薬師寺執事　大谷　徹奘　先生
演題　 「自分の可能性を求めて」
講師　東京オリンピック･パラリンピック招致委員会
　　　 アスリート委員会　副委員長　成田　真由美　先生

人間ドック
脳 ド ッ ク

～メタボリック・シンドローム検診の腹部CTによる
　　　　　　　　　　　　　　　　内臓脂肪面積測定の勧め～　　

　前回（９８号）では、メタボリック・シンドロームは、内臓脂肪症候群または、内臓脂肪型
肥満とも呼ばれていること。メタボリック・シンドロームに着目する意義は、内臓脂肪型肥満
を起因とする糖尿病、高脂血症、高血圧は予防可能であり、発症しても、心筋梗塞等の虚血性
心疾患、脳梗塞等の脳血管疾患等への進行や重症化を予防することは可能という考え方である
こと。メタボリック・シンドロームの診断には腹囲測定だけでなく、CTスキャンによる内臓脂
肪面積測定を行うことが望ましいことなどご説明しましたが、腹囲測定だけではだめな理由を
復習の意味で次にまとめてみました。
『腹囲測定だけでは駄目なのか？』　メタボリック・シンドロームの診断に、臍の位置での内
臓脂肪面積が男女ともに100c㎡以上。それに対応する臍の位置の腹囲径が、男性85cm以上、女
性90cm以上とあるが、これは内臓脂肪面積が100c㎡以上であれば、男性の腹囲は85cm以上あ
り、女性の腹囲は90cm以上あるということを意味しています。
しかし、内臓脂肪面積が100c㎡以上あれば、腹囲は男性85cm以上、女性90cm以上であるはず
が、実際には腹囲測定では男性85cm未満、女性90cm未満であったり、内臓脂肪面積測定結果
と腹囲測定結果が一致せず、相異が生じることがあります。
このような相違が生じる要因は、腹部に脂肪が蓄積する位置の違いによるものであり、「内臓
脂肪型肥満」と「皮下脂肪型肥満」の違いによるものであること。もし、メタボリック・シン
ドロームの検診に内臓脂肪面積測定を受けず、腹囲測定のみの場合には、リスクが生じること
があります。

《腹囲測定のみでは、リスクが生じる》
　当センター（総合健診センターヘルスポー
ト）では、内臓脂肪面積測定と腹囲測定をメタ
ボリック･シンドロームの指標として、希望者に
実施しています。内臓脂肪面積測定はCTスキャ
ンにて行っております。当センターでCTスキャ
ンでの内臓脂肪面積測定と腹囲測定の両方の検
診を受けた方の中で、内臓脂肪面積測定と腹囲
測定の測定結果の相異、もし内臓脂肪面積測定
の検診を受けず、腹囲測定のみを受けた場合の
リスクをみてみました。

《内臓脂肪面積と腹囲測定の結果から》
１:　内臓脂肪面積が100c㎡以上であれば、腹囲は男性で85cm以上、女性90cm以上であるはず
が、腹囲測定では男性85cm未満、女性90cm未満と測定結果に相違があった方は3.8％でした。

　　CTスキャンでの内臓脂肪面積が100c㎡以上、他の２項目以上が異常で、メタボリック･シ
ンドロームと診断された方は19.7％あり、この中に、腹囲測定が男性85cm未満、女性90cm未
満と測定結果に相違があった方は5.4％いました。

　　つまり、もし5.4％の方が、内臓脂肪面積測定を受けず、腹囲の測定のみでは、実際はメタ
ボリック･シンドロームであるのに、腹囲測定が男性85cm未満、女性90cm未満なので、メタ
ボリック･シンドロームではないと診断されてしまう可能性があります。

２：内臓脂肪面積が100c㎡未満であれば、腹囲は男性85cm未満、女性90cm未満であるはずが、
腹囲測定では男性85cm以上、女性90cm以上と測定結果に相違があった方は29.7％でした。

　　CTスキャンでの内臓脂肪面積が100c㎡未満で、メタボリック･シンドロームではない方の
中に、腹囲測定が男性85cm以上、女性90cm以上と他の２項目以上が異常であった方が23.0％
いました。つまり、もし23.0％の方が、内臓脂肪面積測定を受けず、腹囲の測定のみでは、実
際はメタボリック･シンドロームではないのに、腹囲測定が男性85cm以上、女性90cm以上あ
るので、他の２項目以上が異常であれば、メタボリック･シンドロームであると診断されてし
まう可能性があります。

　　この様なことから、腹囲測定のみでのメタボリック･シンドローム検査においては、リスク
を伴うため、腹囲測定だけはなく、可能な限り腹部CTなどを推奨していく必要があると考え
ます。

　メタボリック･シドロームの検診を受ける機会があり、腹囲測定のみであった場合、腹囲測定
が男性85cm以上、女性90cm以上の時（皮下脂肪型の可能性がある）や、腹囲測定が男性85cm
未満、女性90cm未満であっても、他の２項目以上が異常の時（内臓脂肪面積が100c㎡以上の可
能性がある）は、１度はCTスキャンでの内臓脂肪面積測定の検診を受けて自分は「内臓脂肪
型」か「皮下脂肪型」のどちらかを知っておくと良いのではないでしょうか。

（藤原光博）

予防医学協会総合健診センター

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の

　
　
　

フ
ィ
ラ
リ
ア（
下
）　

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の

　
　
　

フ
ィ
ラ
リ
ア（
下
）　

㈶
日
本
国
際
協
力
セ
ン
タ
ー　

森
岡　

翠

■
森
岡
翠
さ
ん
と
協
会
と

　

森
岡
翠
さ
ん
は
私
が
か

つ
て
奄
美
の
フ
ィ
ラ
リ
ア

防
圧
作
業
に
従
事
し
た
こ

と
が
あ
る
の
を
知
っ
て
、

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
へ
行

く
前
に
、
こ
の
虫
の
こ
と

を
訊
き
に
来
た
。母
親
は

協
会
の
職
員
で
あ
っ
た
こ

と
が
あ
り
、
深
い
縁
を
感

じ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。帰

国
後
の
報
告
を
聞
い
て
、

日
本
で
は
す
で
に
世
界
に

先
駆
け
て
根
絶
し
た
こ
の

虫
が
、
ま
だ
ま
だ
猛
威
を

振
る
っ
て
い
る
地
域
が
あ

る
こ
と
を
知
っ
た
。筆
者

の
思
い
が
読
者
に
伝
わ
る

よ
う
に
原
稿
に
し
て
も
ら

っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
本
協
会
専
務
理
事

　
　
　
　
　

石
黒　

滿
）
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
１
Ｎ
１
）

が
２
０
０
９
年
３
〜
４
月

頃
に
メ
キ
シ
コ
で
発
生
し

て
以
来
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス

は
瞬
く
間
に
世
界
に
拡
散

し
て
い
っ
た
。
当
初
は
高

い
死
亡
率
を
示
し
た
た
め
、

日
本
で
は
厳
重
な
封
じ
込

め
作
戦
が
空
港
な
ど
で
展

開
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

死
亡
率
が
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
程
度
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
て
か
ら

は
、
感
染
対
策
は
見
直
さ

れ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

８
月
下
旬
に
日
本
に
死
亡

者
が
発
生
し
て
以
来
、
感

染
者
の
数
は
急
増
し
、
大

流
行
が
は
じ
ま
っ
た
。

[

症
状
と
感
染
経
路]

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
症
状
は
毎
年
流
行
し
て

い
る
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
と
似
て
い
て
、
発
熱
、

咳
、
咽
頭
痛
、
体
部
痛
、

頭
痛
、
悪
寒
、
倦
怠
が
み

ら
れ
る
。
下
痢
や
嘔
吐
の

人
も
い
る
。
基
礎
疾
患
が

あ
る
と
重
症
化
す
る
（
表

１
）
。
感
染
力
は
発
症
１

日
前
か
ら
発
症
後
７
日
ま

で
み
ら
れ
、
発
症
し
て
か

ら
３
日
間
は
感
染
力
が
強

い
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感

染
者
が
咳
や
ク
シ
ャ
ミ
を

し
た
と
き
に
飛
び
出
し
て

く
る
飛
沫
を
吸
い
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
飛

沫
が
目
の
結
膜
な
ど
の
粘

膜
に
付
着
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
感
染
す
る
（
図

１
）
。
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
に

付
着
し
て
い
る
ウ
イ
ル
ス

に
手
指
が
触
れ
て
、
そ
の

手
指
が
結
膜
な
ど
に
触
れ

て
も
感
染
す
る
。
従
っ
て
、

感
染
予
防
は
「
飛
沫
に
曝

露
し
な
い
」
と
「
手
洗
い

す
る
」
と
い
う
こ
と
に
な

る
。

[

タ
ミ
フ
ル
と
解
熱
剤]

　

現
時
点
で
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
は

タ
ミ
フ
ル
®
や
リ
レ
ン
ザ

®
に
感
受
性
が
あ
り
、
治

療
や
予
防
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
薬
剤
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
実
際

に
使
用
す
る
と
き
に
は

様
々
な
問
題
に
遭
遇
す
る
。

例
え
ば
、
「
妊
婦
や
１
歳

未
満
の
幼
児
が
内
服
し
て

も
大
丈
夫
な
の
で
あ
ろ
う

か
？
」
と
い
う
問
題
で
あ

る
。

　

妊
婦
や
幼
児
へ
の
投
与

に
つ
い
て
は
安
全
性
が
確

認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
日
本
で
は
こ
れ
ら
の

人
々
へ
の
投
与
は
積
極
的

で
は
な
い
。
副
作
用
を
恐

れ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
幼
児
や
妊
婦
は
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹

患
す
る
と
、
重
大
な
合
併

症
が
発
生
す
る
ハ
イ
リ
ス

ク
集
団
で
あ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

過
去
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
お

け
る
妊
婦
で
の
研
究
に

よ
っ
て
妊
婦
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
重
症
に
な
り
う

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
多
く
の
妊
婦
は
合
併

症
な
く
経
過
す
る
も
の
の
、

一
部
の
妊
婦
で
は
急
速
に

進
行
し
て
、
肺
炎
な
ど
を

合
併
す
る
。
一
方
、
タ
ミ

フ
ル
や
リ
レ
ン
ザ
を
使
用

し
た
妊
婦
に
お
い
て
有
害

事
象
（
註
：
薬
剤
を
使
用

し
た
人
に
み
ら
れ
る
あ
ら

ゆ
る
好
ま
し
く
な
い
医
療

上
の
で
き
ご
と
。
必
ず
し

も
薬
剤
と
の
因
果
関
係
が

明
ら
か
と
い
う
こ
と
は
な

い
）
が
い
く
つ
か
報
告
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
薬
剤

と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は

確
定
さ
れ
て
い
な
い
。

従
っ
て
、
妊
婦
は
タ
ミ
フ

ル
や
リ
レ
ン
ザ
の
禁
忌
と

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
。

妊
娠
中
の
発
熱
は
胎
児
の

神
経
系
障
害
の
危
険
性
を

増
加
さ
せ
る
の
で
、
タ
ミ

フ
ル
な
ど
を
使
用
し
て
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
罹
患
期

間
を
短
く
す
る
と
と
も
に
、

早
期
に
解
熱
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
妊
婦
で
は

安
全
性
を
鑑
み
、
ア
セ
ト

ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
が
ベ
ス
ト

な
解
熱
剤
と
し
て
推
奨
さ

れ
る
。

　

小
児
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
罹
患
率
も
死
亡
率
も

高
く
、
５
歳
未
満
で
は
合

併
症
が
多
い
。
年
齢
が
下

が
っ
て
ゆ
く
と
さ
ら
に
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
合
併
症

の
危
険
性
が
高
ま
り
、
１

歳
未
満
の
幼
児
は
ハ
イ
リ

ス
ク
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
生
後
６
ヶ
月
未

満
で
は
合
併
症
の
リ
ス
ク

が
特
に
高
い
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
か
ら
、
治
療
と
し

て
は
タ
ミ
フ
ル
が
生
後

３
ヶ
月
未
満
も
含
め
た
全

年
齢
に
推
奨
さ
れ
、
予
防

内
服
と
し
て
は
生
後
３
ヶ

月
以
上
の
年
齢
に
推
奨
さ

れ
る
。

発
熱
す
る
と
解
熱
剤
を
希

望
す
る
人
は
多
い
が
、
服

用
す
る
な
ら
ば
ア
セ
ト
ア

ミ
ノ
フ
ェ
ン
ま
た
は
イ
ブ

プ
ロ
フ
ェ
ン
が
適
切
で
あ

る
。
ア
ス
ピ
リ
ン
は
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
小
児
や
10

代
の
人
々
に
は
投
与
し
て

は
な
ら
な
い
。
ラ
イ
症
候

群
と
よ
ば
れ
る
稀
で
は
あ

る
が
重
大
な
疾
患
を
引
き

起
こ
す
か
ら
で
あ
る
。

[

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン]

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
す
る
と
細
菌
性
市
中
肺

炎
に
罹
患
し
や
す
く
な
る
。

20
世
紀
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
お
い
て
は
、
二
次
性
細

菌
性
肺
炎
が
重
症
化
お
よ

び
死
亡
の
主
要
な
原
因
で

あ
り
、
肺
炎
球
菌
が
最
も

頻
度
の
高
い
病
因
で
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
罹
患
し
た
と
き

に
、
肺
炎
を
合
併
す
る
危

険
性
の
高
い
人
々
（
65
歳

以
上
、
心
臓
呼
吸
器
系
疾

患
を
合
併
し
て
い
る
人
な

ど
）
は
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
の
が
望
ま

し
い
。

　

米
国
に
お
け
る
65
歳
以

上
の
人
々
の
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
率
は
白
人

で
は
60
%
、
黒
人
お
よ
び

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
で
は
40
%

程
で
あ
る
。
日
本
で
は
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

が
あ
る
自
治
体
は
あ
る
も

の
の
、
そ
の
接
種
率
（
約

５
%
）
は
米
国
に
は
到
底

及
ば
ず
、
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
の
医
療
従
事
者
お
よ

び
国
民
の
関
心
が
低
い
こ

と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
て

い
る
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
第
２
波
に
向
け
て
、

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
率
を
上
昇
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
。

[

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

感
染
者
の
職
場
復
帰
や
登

校
許
可
の
タ
イ
ミ
ン
グ]

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
た
人
々
は
い
つ

職
場
復
帰
し
て
も
よ
い
の

で
あ
ろ
う
か
？
い
つ
学
校

に
登
校
し
て
も
よ
い
の
で

あ
ろ
う
か
？
他
の
人
々
へ

の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に
、

一
般
の
人
々
は
解
熱
剤
を

使
用
し
な
い
状
況
で
、
解

熱
し
て
か
ら
少
な
く
と
も

24
時
間
が
経
過
す
る
ま
で
、

自
宅
で
養
生
す
る
の
が
望

ま
し
い
。
タ
ミ
フ
ル
や
リ

レ
ン
ザ
を
使
用
す
る
と
発

熱
期
間
が
短
縮
さ
れ
る
が
、

自
宅
養
生
の
期
間
は
こ
れ

ら
の
使
用
の
有
無
に
よ
っ

て
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。

一
方
、
医
療
機
関
で
は
、

医
療
従
事
者
は
「
発
症
後

７
日
間
」
ま
た
は
「
症
状

消
失
後
24
時
間
」
の
ど
ち

ら
か
長
い
方
の
期
間
は
出

勤
し
て
は
な
ら
な
い
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹
患
し

た
場
合
に
合
併
症
を
併
発

す
る
可
能
性
の
高
い
人
々

が
多
数
入
院
し
て
い
る
医

療
機
関
で
は
当
然
の
こ
と

な
が
ら
、
条
件
は
厳
し
く

な
る
。
医
療
従
事
者
が
タ

ミ
フ
ル
や
リ
レ
ン
ザ
を
使

用
す
れ
ば
発
熱
期
間
が
短

縮
さ
れ
る
が
、
や
は
り
自

宅
養
生
の
期
間
の
変
更
は

な
い
。
例
え
、
２
日
で
解

熱
し
た
か
ら
と
い
っ
て
も
、

発
症
後
７
日
は
職
場
復
帰

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
に
な
る
。
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CTスキャン装置

内臓脂肪型肥満 皮下脂肪型肥満

※訂正：前回（第98号）その１ の本文中、内臓脂肪型は「洋ナシ型肥満」、皮下脂肪型は「りんご型肥
満」は誤りであり、正しくは、内臓脂肪型は「りんご型肥満」、皮下脂肪型は「洋ナシ型肥満」
です。お詫びして訂正いたします。

咳
や
ク
シ
ャ
ミ
の
と
き
に
飛
び

出
す
飛
沫
は
最
大
２
m
の
距
離

を
移
動
す
る

（
米
国
疾
病
管
理
予
防
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）

左下が筆者

図 1. 飛沫


